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郷土資料館　企画展『日本人形の姿と形』 2月6日（日）～5月8日（日）



第
１
章
　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
め
ざ
す
も

の
計
画
策
定
の
趣
旨
、
位
置
づ
け
、
構
成
及
び

役
割
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

第
２
章
　
ま
ち
づ
く
り
の
現
況
と
課
題

関
連
計
画
、
現
況
と
特
性
、
課
題
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

第
３
章
　
全
体
構
想

1

大
磯
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

（
1
）基
本
理
念
と
目
標

①
　
基
本
理
念

「
豊
か
な
自
然
に
歴
史
・
文
化
が
薫
り
ほ
っ

と
す
る
素
敵
な
ま
ち
　
大
磯
」

②
　
目
標

・
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

・
歴
史
が
重
層
す
る
ま
ち

・
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

・
特
性
を
活
か
す
産
業
の
ま
ち

（
2
）計
画
の
前
提

将
来
人
口
は
、
平
成
32
年
度（
２
０
２
０
年

度
）で
３
３
　
０
０
０
人
で
す
。

（
3
）将
来
の
都
市
構
造

①
　
都
市
構
造
の
基
本
的
な
考
え
方

将
来
の
都
市
構
造
は
、
現
在
の
都
市
構
造
を

受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
な
都
市
的
魅
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

②
　
都
市
構
造

将
来
都
市
構
造
は
、
拠
点
、
ゾ
ー
ン
、
軸
、

5
つ
の
土
地
利
用
地
域
及
び
骨
格
的
な
交
通
網

で
表
し
て
い
ま
す
。
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大
磯
ら
し
さ
を
守
り
育
む
方
針

次
の
①
か
ら
⑩
の
方
針
を
5
つ
に
分
け
、
各

方
針
で
は
基
本
方
針
又
は
整
備
方
針
や
施
策
の

展
開（
施
策
、
実
現
手
段
、
指
標
等
）な
ど
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
方
針
は
、
土
地
利
用
方
針
図
、
緑
地

の
整
備
方
針
図
、
魅
力
的
な
空
間
形
成
の
方
針

図
、
生
活
基
盤
及
び
生
活
環
境
整
備
の
方
針
図

の
4
つ
の
図
で
表
し
て
い
ま
す
。

○
土
地
利
用
の
方
針

①
土
地
利
用
の
基
本
方
針

②
緑
地
の
整
備
方
針

○
魅
力
的
な
空
間
形
成

の
方
針

③
風
景
の
形
成
方
針

④
拠
点
等
の
整
備
方

針

○
生
活
基
盤
整
備
の
方

針⑤
交
通
体
系
の
整
備

方
針

⑥
河
川
・
下
水
道
の

整
備
方
針

⑦
都
市
防
災
の
方
針

○
生
活
環
境
整
備
の
方

針⑧
住
宅
・
住
環
境
の

整
備
方
針

⑨
そ
の
他
の
都
市
施

設
の
整
備
方
針

○
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針

⑩
自
治
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
針

第
４
章
　
地
域
別
構
想

町
内
を
4
つ
の
地
域

に
分
け
、
地
域
ら
し
さ
、

地
域
づ
く
り
の
目
標
、

地
域
ら
し
さ
を
守
り
育

む
方
針
、
施
策
の
展
開
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
左
表
】

第
５
章
　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
推
進
に
向

け
てま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
進
め
て
い
く
た
め

の
取
組
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

　
　
基
本
計
画

　
　
基
本
計
画 
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

　
　
基
本
計
画

　
　
基
本
計
画 
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

　
　
基
本
計
画

　
　
基
本
計
画 
ま
ち
づ
く
り 

　
　
基
本
計
画 

要
　
旨

町
で
は
、
共
有
像
と
し
て
の
大
磯
ら
し
さ
を
守
り
育
む
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施

策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
は
、
全
体
構
想
と
地
域
別
構
想
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
た
び
、

全
体
構
想
原
案
・
地
域
別
構
想
素
案（
以
下「
計
画
案
」と
い
い
ま
す
。）が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表　地域別構想 

大磯地域 国府南地域 国府北地域 小磯地域 

高麗、東町、大磯 東小磯、西小磯 国府本郷、国府新宿、 
月京、石神台 

生沢、寺坂、虫窪、黒岩、 
西久保 

地域の 
大字 

自然と歴史・文化を受け継ぐ
住む人にも訪れる人にも魅力
的なまち 

海、山の自然と共生し、風情あ
る住みやすいまち 

豊かな自然の中で生活文化
を伝承し、農と緑を交流で生
かすまち 

自然に学び自然を伝える 地域づ 
くりの 
目標 

地域ら 
しさを 
守り育 
む方針 

施策の 
展開 

①大磯の顔となる拠点づくり 
②緑と調和し文化が生きる住 
　宅地の形成 
③海・山の風景の保全とふれ 
　あえる自然環境づくり 
④既存の工業地域の維持 
⑤安全に歩いて巡れる歩行者 
　環境づくり 

①重点地区と取り組み 
　・化粧坂松並木地区 
　・大磯駅周辺地区 
　・大磯港・海岸地区 
②その他の取り組み 
　・緑陰住宅地での風致地 
　　区や地区計画等の検討 

①重点地区と取り組み 
　・小淘綾海岸松林地区 
　・小磯山手地区 
　・西小磯谷戸周辺地区 
②その他の取り組み 
　・緑陰住宅地での風致地 
　　区や地区計画等の検討 

①重点地区と取り組み 
　・国府支所周辺地区 
　・運動公園周辺地区 
　・旧東海道中丸地区 
　・六所神社周辺地区 
　・　　沿い地区 
②その他の取り組み 
　・農地と住宅が混在する 
　　市街地での地区計画等 
　　の検討 

①重点地区と取り組み 
　・谷戸川及び鷹取山地区 
　・虫窪周辺地区 
②その他の取り組み 
　・市民農園の整備 

①緑豊かな風情ある住宅地の 
　維持・保全 
②里山・谷戸の環境の保全と 
　活用 
③安心して暮らせる快適な生 
　活環境の整備 

①身近にふれあえる自然の保 
　全と活用 
②風土豊かな住宅地の形成 
③安全で快適な住環境づくり 
④メインストリートづくり 

①住み続けられる集落地・住 
　宅地づくり 
②農地・農業を生かした取り組 
　みの推進 
③豊かな自然環境の保全と活 
　用 

，
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図１　土地利用方針図 

海浜地 自然生態保護地 

農業地 

大規模公園等 

集落住宅地 

土地利用調整区域 

緑陰住宅地 

低層住宅地 

低中層住宅地 

商業地 

工業地 

業務地 

流通業務地 
住宅地 

商業・ 
業務地 

工業・ 
流通 
業務地 

農業地 
自然 
環境 
保全地 

防災保全地 

里山環境保全地 

自然 
環境 
保全地 

環境緑地 

市街化区域 

河川 一般住宅地 

鉄道 

道路 
1,000m5002500 Ｎ 

図２　緑地の整備方針図 
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図３　魅力的な空間形成の方針図 

図４　生活基盤及び生活環境整備の方針図 
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次
の
と
お
り
２
月
１
日
か
ら
３
月
１
日

ま
で
計
画
案
の
縦
覧
等
及
び
意
見
・
提
案

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

計
画
案
の
縦
覧
等

○
計
画
案
の
縦
覧

役
場
1
階
と
国
府
支
所
の
町
民
情
報
コ

ー
ナ
ー
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

○
計
画
案
の
概
要
の
配
布

役
場
1
階
ロ
ビ
ー
と
国
府
支
所
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。

○
計
画
案
の
貸
出
し

平
日
は
、
役
場
2
階
ま
ち
づ
く
り
課
と

国
府
支
所

土
･
日
･
祝
日
は
、
役
場
1
階
町
民
課

な
お
、
貸
出
し
の
受
付
時
間
は
、
い
ず

れ
も
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
で
す
。

ま
た
、
計
画
案
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

計
画
案
へ
の
意
見
・
提
案
の
提
出

○
意
見
等
の
提
出
先

役
場
２
階
ま
ち
づ
く
り
課（
郵
送
・
持

参
ま
た
は
FAX
）

・
郵
送
　
〒
255
―
８
５
５
５

大
磯
町
東
小
磯
183
番
地

・
FAX
（
61
）１
９
９
１

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
提
案
は
、

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
と
と
も
に
、

整
理
し
た
上
で
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

個
々
の
意
見
・
提
案
に
直
接
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

な
お
、
第
3
章
全
体
構
想
に
つ
い
て
は
、

公
聴
会
の
開
催
の
申
出
が
で
き
ま
す
の
で
、

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
対
す
る
意
見

書
兼
公
聴
会
開
催
申
出
書
」（
ま
ち
づ
く
り

課
・
国
府
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。）に
よ
り
意

見
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
公
聴
会
は
、

同
じ
趣
旨
の
申
出
が
多
数
の
場
合
に
開
催

し
ま
す
。

第
3
章
以
外
の
意
見
の
提
出
の
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
個
人
は
、
住
所
、
氏
名

を
、
法
人
は
、
法
人
名
、
事
務
所
所
在
地

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

3
月
1
日
（
火
）
ま
で

次
の
日
程
で
、
計
画
案
の
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■　住民説明会日程 

月　日 時　間 会　場 

保健センター研修室 2月12日（土） 

2月13日（日） 国府支所２階会議室 

10：00～11：30 
13：00～14：30 
10：00～11：30 
13：00～14：30

意
見
・
提
案
募
集

住
民
説
明
会

合
併
50
周
年
記
念
事
業

秋
の
紅
葉
、
正
月
の
行
事
、
冬
の
風
景
な

ど「
大
磯
の
風
景
」写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
磯
に
あ
る
風
景
、
大
磯
か
ら
見
た
風
景
、

伝
統
行
事
、
人
物
、
自
然
、
動
植
物
や
と
っ

て
お
き
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
あ
な
た
の
お
気

に
入
り
の
「
大
磯
の
風
景
」
を
写
真
に
し
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
い
ま「
秋
冬
部
門
」の
あ
な
た
の
好
き

な「
大
磯
の
風
景
」写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
、
撮
影
時
期
、

撮
影
場
所
、
そ
の
風
景
に
対
す
る
思
い
な
ど

を
記
入
し
て
作
品
と
一
緒
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
1
人
5
点
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
賞

・
最
優
秀
賞（
1
点
）…
賞
金
3
万
円

・
優
秀
賞（
3
点
）…
賞
金
1
万
円

・
特
別
賞（
1
点
）…
賞
金
1
万
円

・
入
賞（
10
点
）…
薄
謝

▼
作
　
品

・
作
品
は
1
枚
写
真
と
し
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

・
光
学
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
ど
ち

ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
種
類

に
よ
る
部
門
分
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
サ
イ
ズ
は
、
六
つ
切
ま
た
は
Ａ
4
版
相
当

ま
で
と
し
ま
す
。

・
ト
リ
ミ
ン
グ
以
外
の
編
集
や
デ
ジ
タ
ル
処

理
は
お
断
り
し
ま
す
。

▼
締
切
り

3
月
4
日（
金
）

▼
審
査
方
法

写
真
の
技
術
は
も
と
よ
り
、
そ
の
風
景
が

好
き
な
理
由
や
そ
の
風
景
へ
の
思
い
入
れ
、

希
少
性
、
印
象
力
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し

て
選
考
し
ま
す
。

▼
発
　
表
　
3
月
下
旬
の
予
定

▼
そ
の
他

・
入
賞
作
品
の
版
権
お
よ
び
著
作
権
は
大
磯

町
に
帰
属
し
ま
す
。
な
お
、
被
写
体
な
ど

の
肖
像
権
に
関
す
る
責
任
は
作
成
者
本
人

に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ

企
画
室
　
1
内
線
２
０
７

『
大
磯
の
風
景
』写
真

《
秋
冬
部
門
》を
募
集
中
！

◎
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課

1
内
線
２
４
３
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汚水処理原価 

一般会計一般会計 
からの繰からの繰 
入金入金 

一般会計 
からの繰 
入金 

使用料単価 

（円） 
汚水処理原価 726円／m3

94円／m3使用料単価  

※汚水処理原価：汚水1ｍ3を処理するための経費。 
※使用料単価：汚水1ｍ3に対する使用料収入。 

◎問い合わせ　下水道課　1内線224 

●下水道使用料の計算例（一般汚水、2ヵ月分） 

●下水道使用料料金表（一般汚水、2ヵ月分） 

　一般家庭が2ヵ月に使用する水量が40ｍ3の場合、2ヵ月当たりの下水道使用料金は以下のとおりとなり、466円の
値上げとなります。なお、使用期間が４月１日をまたがる場合は、３月３１日までの料金は現行料金で、４月１日以 
降の分は改訂料金で使用日数に応じて日割りで計算します。 

使　用　水　量 

基　本　料　金 

基本料金 Ａ 

超過料金 Ｂ 

小　　計 Ｃ 

消 費 税  Ｄ 

合　　　計 

現　行　料　金 改　訂　料　金 差　額 
16m3まで 

16m3を超え40m3まで 

Ａ＋Ｂ 

Ｃ×0.05 

Ｃ＋Ｄ 

1,120円 

1,920円 

3,040円 

152円 

3,192円 

1,276円 

2,208円 

3,484円 

174円 

3,658円 

156円 

288円 

444円 

22円 

466円 

16m3まで 

16m3を超え40m3まで 

40m3を超え60m3まで 

60m3を超え80m3まで 

80m3を超え100m3まで 

100m3を超え200m3まで 

200m3を超え1,000m3まで 

1,000m3を超え2,000m3まで 

2,000m3を超える分 

1,120円 
 

80円 

 

100円 
 

125円 

145円 
 

160円 

1,276円 

92円 

98円 

112円 

124円 

136円 

154円 

172円 

190円 

超　過　料　金 

1m3につき 

現　行　料　金 改　訂　料　金 

24m3×80円 24m3×92円 

下水道は、清潔で快適な生活環境を築くためだけではなく、河川や海などの水質汚濁を防ぎ、貴重な自
然を守るための重要な施設です。
町では、平成４年に公共下水道の供用を開始してから12年が経過し、現在の普及率は33％となっています。
下水道使用料は、家庭や事業所などから出る汚水をきれいにするための下水処理場や、下水管の維持管

理費用、これまで行ってきた下水道建設に要した借入金を返済する費用に充てられます。これらの費用は、
使用料の収入で賄うことになっていますが、現状では困難なため、不足分は一般会計の繰入金（税金）で補
っている状況です。
一般会計からの繰入金を減らし、下水道財政の健全化を図るため、必要な費用をできるだけ使用料で賄

えるよう、４月１日から使用料を平均14％引き上げることになりました。
今回の改定は、平成４年以来初めての改定となります。今後とも下水道事業の効率化を図り、経費の削

減に努めてまいりますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。
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臨時職員・嘱託員の募集 
募集区分 

嘱託員 幼稚園、小・中学校臨時職員 
応募資格 勤務条件 採用予定数 賃金月額（予定） 

保 健 師  
嘱 託 員  

幼稚園教 
諭嘱託員 

医療費調 
査嘱託員 

事務補助 
嘱託員 

昭和29年4月2日以 
降に生まれた方で、 
保健師の免許を有す 
る方 

昭和49年４月２日以 
降に生まれた方で、 
幼稚園教諭の免許を 
有する方、又は平成 
17年３月までに取得 
見込みの方 

昭和24年４月２日以 
降に生まれた方で、 
医療事務の資格を有 
する方 

昭和44年4月2日以降 
に生まれた方で、高 
等学校以上を卒業さ 
れた方 

※1 

※2 

※3 

週5日、週35時間
勤務で、1年間勤
務成績が良好で、
かつ必要な場合、
最長3年まで更新
可能。 

1名 

1名 

1名 

若干名 

172,200円 

149,600円 

149,600円 

144,100円 

年少・年中・年長いずれかのクラス担任 
幼稚園教諭の免許を有する方、又は平成 
16年度末までに取得見込みの方で、45歳 
位までの方 
※幼稚園教諭嘱託員との併願はできませ 
ん。 

3歳児の保育補助 
50歳位までの方 

障害児学級に在籍する児童・生徒及び 
特別に配慮を要する園児の介助 
50歳位までの方 

主に低学年の児童に対する生活支援 
50歳位までの方 

小・中学校の学校図書館での図書整理、 
貸し出しなど 
50歳位までの方 
図書館司書の資格を有する方尚可 

給食調理の作業ができる45歳位までの方 

幼稚園、中学校の園務及び校務の作業が 
できる65歳位までの方 

募集職種 採用予定数 内容・条件等 

幼稚園 
臨時職員 

幼稚園 
生活支援員 

小・中学校、 
幼稚園 
介助員 

小学校 
補助員 

小学校 
給食調理員 

小・中学校 
図書整理員 

幼稚園園務 
整備員・中 
学校校務整 
備員 

若干名 

若干名 

若干名 

若干名 

２名 

２名 

２名 

排
水
設
備
も
分
流
式
で

下
水
道
の
処
理
に
は
、
汚
水
な
ど

の
雑
排
水
と
雨
水
を
一
緒
に
処
理
す

る
合
流
式
と
、
分
け
て
処
理
す
る
分

流
式
が
あ
り
、
町
は
分
流
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

分
流
式
の
下
水
道
で
は
、
各
家
庭

の
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら

の
汚
水
と
雨
水
を
分
離
し
、
汚
水
は

公
共
汚
水
ま
す
に
、
雨
水
は
雨
水
ま

す
に
流
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
の
台
風
に
よ
る
大
雨
の
際
、

下
水
道
処
理
施
設
の
流
入
量
が
一
時

的
に
増
大
し
、
処
理
容
量
を
越
え
る

水
量
が
流
入
し
ま
し
た
。
こ
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
雨
水
の
流
入
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
排
水
設
備
接
続
完
了
検
査

時
に
分
流
の
確
認
を
す
る
な
ど
、
雨

水
の
下
水
道
施
設
へ
の
流
入
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
雨
天
時
に
公
共

汚
水
ま
す
等
を
開
け
て
、
雨
水
を
流

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課

1
内
線
２
１
４

県
下
水
道
公
社
で
は
、
授
業
や
社

会
見
学
を
通
し
て
下
水
道
の
役
割
を

学
ん
で
い
る
県
内
の
小
学
4
年
生
を

対
象
に
、
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
、
書
道

の
部
門
で
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
町
内
の
小
学
校
か
ら

156
点
の
応
募
が
あ
り
、
応
募
総
数
4，

５
２
１
点
の
中
か
ら
、
次
の
方
が
入

賞
さ
れ
、
昨
年
12
月
19
日（
日
）に
、

茅
ヶ
崎
市
文
化
会
館
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

書
道
の
部

入
賞
　
柳
田
弘
幸（
大
磯
小
）

な
お
、
入
賞
作
品
は
、（
財
）神
奈

川
県
下
水
道
公
社
四
之
宮
管
理
セ
ン

タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課

1
内
線
２
２
４

大
磯
町
の
公
共
下
水
道
は
分
流
式
で
す
！

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

◆受付期間 ２月３日（木）～14日（月）
◆採用予定期間 平成17年４月５日（火）～平成18年３月31日（金）
◆提出書類 市販の履歴書（写真貼付）1通

幼稚園臨時職員は、その他に最終学校卒業（見込）証
明書、教諭免許状写し（又は取得見込証明書）それぞ
れ１通を必要とします。

◆希望職種を履歴書に必ず記載してください。
◆募集期間終了後、面接日等を連絡します。
◆勤務内容、給与等その他詳細については学校教育課まで
◎問い合わせ・申し込み 学校教育課　1内線322・327

◆提出書類 ①受験申込書　②写真１枚（申込前３ヶ月以内に、帽
子をかぶらないで上半身を撮影したもの）③募集区
分に該当する免許又は資格［保健師免許（※１の場
合）、幼稚園教諭免許又は取得見込証明書（※２の場
合）、医療事務資格（※３の場合）］

◆受付期間 ２月１日（火）～２月８日（火）
◆試験内容 １次試験：一般教養試験、作文

２次試験：面接試験、実技試験（幼稚園教諭嘱託員
のみ）

◆試験日程 １次試験：２月19日（土）
２次試験：３月上旬（１次試験合格者に通知）

◆結果発表 ３月中旬
◆採用予定期間 平成17年４月１日から1年間
◆試験会場 １次試験は大磯町役場
◆応募方法 「受験申込書」に必要事項を記入し、直接総務課へ提出。
※受験申込書は、大磯町のホームページからもダウンロードでき
ます。
◎問い合わせ・申し込み 総務課　1内線210・211



今
年
も
所
得
税
と
町
・
県
民
税
の

申
告
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
期
限

近
く
に
な
り
ま
す
と
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
で
受
付
で
き
る
申
告
は
、

簡
易
な
確
定
申
告（
申
告
書
Ａ
）と
町

・
県
民
税
に
な
り
ま
す
。

《
所
得
税
の
確
定
申
告
》

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
で
平
成
16
年
中
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
扶
養
控
除
な
ど
の
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・
平
成
16
年
中
の
給
与
収
入
が
２
０

０
０
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
る
方

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方

・
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の

資
産
を
売
っ
た
方

《
所
得
税
の
還
付
》

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

で
納
め
た
税
金
が
申
告
す
る
こ
と
に

よ
り
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
16
年
中
に
中
途
退
職
し
た
後
、

再
就
職
し
な
か
っ
た
方
で
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
等
で
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅

借
入
金（
取
得
）等
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

③
平
成
16
年
分
の
所
得
が
少
な
い
方

で
総
合
課
税
の
配
当
所
得
や
原
稿

料
な
ど
が
あ
る
方

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

※
な
お
、
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
大
磯

町
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
た
方
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

②
給
与
所
得
以
外
に
他
の
所
得
【
利

子
・
配
当
・
不
動
産
・
雑
所
得（
年

金
な
ど
）】が
あ
る
方

③
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
が
、
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
な
い
方

④
給
与
所
得
者
で
平
成
16
年
中
に
退

職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
方

⑤
町
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
方

⑥
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
や
寄
付

金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑦
税
法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い

な
い
方

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
人

は
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。（
前
年
、
国
民
健
康

保
険
税
の
簡
易
申
告
を
行
っ
た
方
で

課
税
資
料
の
提
出
が
な
い
方
も
申
告

が
必
要
で
す
。）

各
種
申
告
は
、
町
・
県
民
税
を
計

算
す
る
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
や

福
祉
年
金
・
児
童
手
当
等
の
給
付
資

料
に
も
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
ま
た
は
課
税
資
料
の

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
所
得
証
明

書
や
課
税（
非
課
税
）証
明
書
等
の
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
塚
税

務
署
で
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は
役

場
・
国
府
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

日
程
等
は「
申
告
相
談
日
程
表
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
は
郵
送
で
も
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
書
は
平

塚
税
務
署
へ
、
町
・
県
民
税
申
告
書

は
、
税
務
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
時
は
添
付
書
類
を
忘
れ
ず
に
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

控
え
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

8

申
告
期
間
は
2
月
16
日（
水
）〜
3
月
15
日（
火
）

所
　
得
　
税

町
・
県
民
税（
住
民
税
）

申
告
の
受
付
・
相
談

■ 申告相談日程表 ■ 
相　談　等 場　　所 時　　間 備　　考 月　日 

税理士会に 

よる確定申 

告無料相談 

町職員によ 

る大磯町役 

場での申告 

受付 

国府支所で 
の申告受付 

２月１６日（水） 
 

２月１８日（金） 

３月３日（木） 

〜 

２月２１日（月） 
 

２月２３日（水） 
〜 

２月１６日（水） 
 

３月１５日（火） 
（土、日曜日 
  は除く） 

〜 

保健センター 

２階研修室 

役場４階 

第１会議室 

役場４階 

第１会議室 

国府支所 
２階会議室 

※来場者の状況により受付を締め切る場合がありますので、あらかじめご了承ください。なお、お車でのご来場はご遠慮ください。 

 ９：３０～１２：００ 
１３：００～１５：３０ 

 ９：００～１２：００ 
１３：００～１６：３０ 

 ９ ：００～１２：００ 
１３：００～１６：００ 

　左記の申告会場で

は、簡易な確定申告

及び町県民税の受付

相談となります。 

 住宅借入金控除 ・

各種譲渡所得・損失

の繰越・青色申告等

の方は、直接税務署

へ申告してください。

　なお、申告書を提

出をされるだけの方

（相談及び内容の確

認を必要としない場

合）については、８：

３０～１７：００で受付

いたします。 

２月１６・１７・１８日の受付は、保健センター２階
研修室になります。また、２月１６日～２３日の受
付時間は、『９：３０～１２：００　１３：００～１５：
３０』となりますので、ご注意ください。 

申
告
は
お
早
め
に
！

，
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80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
用
紙
は
役
場
1
階
税

務
課
及
び
国
府
支
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

①
申
告
用
紙

②
印
鑑（
認
印
で
も
可
）

③
源
泉
徴
収
票
等（
平
成
16
年
中
の
所

得
の
証
明
に
な
る
も
の
）

④
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
控

除
を
受
け
る
に
は
、
そ
れ
ら
の
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
の
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、
医

療
費
の
領
収
書
と
保
険
金
等
か
ら

補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
メ
モ
等

⑥
確
定
申
告
で
還
付
金
が
生
じ
る
時

は
、
申
告
者
の
振
込
み
口
座

そ
の
他
の
控
除
を
受
け
る
に
は
税
務

署
又
は
役
場
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。例

年
、
町
よ
り
発
行
し
て
お
り
ま

す
納
付
済
確
認
書（
社
会
保
険
料
控

除
に
使
用
す
る
も
の
）に
つ
い
て
、

平
成
14
年
度
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

の
記
載
が
な
く
な
り
、
証
明
内
容
を

変
更
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て
は
、
平
塚
社
会
保
険
事
務

所
1（
22
）１
５
１
５
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
申
告
の
内
容
に
よ
り
、

2
種
類
の
様
式
か
ら
選
択
し
ま
す
。

申
告
内
容
を
確
認
し
、
申
告
書
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
Ａ

所
得
の
種
類
が
給
与
所
得
、
公
的

年
金
な
ど
の
雑
所
得
、
配
当
所
得
及

び
一
時
所
得
の
方
で
、
予
定
納
税
の

な
い
方

▼
申
告
書
Ｂ

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

方
な
ど
、
所
得
の
種
類
に
か
か
わ
ら

ず
使
用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
別
表
の
『
申
告
書
の
選

び
方
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
金
の
申
告
書
は
、
本
人
が
作
成

す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
申
告
の
手

引
き
を
お
読
み
に
な
り
、
自
書
作
成

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
申
告
時

に
は
前
年
の
申
告
書
の
控
え
・
筆
記

用
具
及
び
計
算
機
等
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

税
務
署
で
は
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま

す
!!平

塚
税
務
署
で
は
、
申
告
期
間
中

の
2
月
20
日（
日
）
・
27
日（
日
）に

申
告
書
の
作
成
及
び
受
付
・
用
紙
の

配
布
等
を
行
い
ま
す
。
時
間
は
午
前

9
時
か
ら
12
時
、
午
後
1
時
か
ら
5

時
ま
で
で
す
。

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。な

お
、
当
日
の
電
話
相
談
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

国
税
庁
で
は
、
税
に
関
す
る
質
問

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
お
答
え
す
る『
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
』
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
で
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

電
話
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

1
東
京（
03
）３
２
１
３
―
２
２
２
２

1
横
浜（
045
）６
４
１
―
２
２
２
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.taxansw

er.nta.go.jp

◎
問
い
合
わ
せ

確
定
申
告
に
つ
い
て

平
塚
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

（
平
塚
市
松
風
町
2
―
30
）

1（
22
）１
４
０
０

町
・
県
民
税
に
つ
い
て

税
務
課
　
1
内
線
２
５
３
・
２

５
４

《
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
》

国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
所

得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
』
で
作
成
し
た
申
告
書
が
税
務

署
へ
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nta.go.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
告
書
作
成
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！

申
告
書
の
選
び
方

申
告
書
の
自
書
作
成
に

ご
協
力
を
！

申
告
に
必
要
な
書
類

使用する 
申告書 

申告書Ａ 

町・県民税 
　申告書 

申告書Ｂ 
と 

分離用 

申告書Ｂ 
と 

損失用 

申告する所得が給与所得・雑所得・配当所得・一時所得だけで予定納税が 
ない方 
◇給与所得者で医療費控除・住宅借入金特別控除を受ける方 
◇年金収入がある方 
◇配当金や保険金の受け取りなどの収入のある方 

Ａ様式に該当しない方 
◇事業所得・不動産所得・譲渡所得等がある方 

①土地建物等の譲渡所得がある方 
②申告分離課税の株式等の譲渡所得がある方 
③山林所得や退職所得がある方 

④平成16年分の所得が赤字の方 
⑤雑損控除額を平成16年分の所得金額から控除すると赤字になる方 
⑥繰越損失額を平成16年分の所得金額から控除すると赤字になる方 

上記、所得税の申告書に該当せず、町・県民税の申告が必要な方 

申 
告 
書 
Ｂ 

申　　　告　　　内　　　容 



日
本
の
出
生
率
が
1

29
と
な
る

中
、
子
育
て
す
る
環
境
は
、
核
家
族

化
や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
保
護

者
の
子
育
て
に
対
す
る
育
児
不
安
は

増
し
、
そ
の
悩
み
は
複
雑
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

は
、
よ
り
子
ど
も
を
出
産
さ
せ
や
す

い
環
境
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
を
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

計
画
素
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

大
磯
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ

り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1

序
論
・
現
況
編

計
画
策
定
の
趣
旨
、
子
ど
も
、
子

育
て
を
め
ぐ
る
現
況
及
び
各
種
調
査

結
果
か
ら
の
分
析
を
記
載
し
て
い
ま

す
。

2

構
想
・
計
画
編

第
１
章
　
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

1

基
本
理
念

「
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ
る
、
子

ど
も
が
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
成
長

で
き
る
環
境
づ
く
り
」

2

目
標

（
左
記
、
第
2
章
行
動
計
画
に
記
載
）

第
２
章
　
行
動
計
画

（
目
標
別
に
記
載
）

（
1
）身
近
な
場
所
で
子
育
て
支
援
を

受
け
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

①
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実保

育
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の
子

育
て
を
充
実
し
ま
す
。

②
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
保
育
分
野
関
係
者
の
連
携
や
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

③
児
童
の
健
全
育
成

子
ど
も
た
ち
の「
居
場
所
」づ
く
り

や
学
童
保
育
等
を
推
進
し
ま
す
。

（
2
）子
ど
も
と
親
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

①
親
と
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り

子
ど
も
・
母
親
の
健
康
の
確
保
と

「
食
育
」を
推
進
し
ま
す
。

②
安
全
・
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環

境
の
整
備

安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、

交
通
安
全
教
育
、
公
共
施
設
、
交
通

機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
公
園
等

の
安
全
確
保
及
び
子
ど
も
を
犯
罪
等

の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
等
を

推
進
し
ま
す
。

③
経
済
的
負
担
の
軽
減

児
童
手
当
等
の
支
給
や
小
児
医
療

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

（
3
）子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
い
き

い
き
と
成
長
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て①
家
庭
や
地
域
の「
教
育
力
」の
向
上

家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
充
実
や
地

域
の「
教
育
力
」の
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
幼
児
教
育
の
充
実

幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
、
幼
稚
園
、
保

育
園
と
小
学
校
と
の
連
携
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

③
子
ど
も
の「
生
き
る
力
」の
育
成
に

向
け
た
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

④
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

喫
煙
や
薬
物
に
対
す
る
教
育
、
性

や
感
染
症
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
普
及
し
ま
す
。

⑤
次
代
の
親
の
育
成

男
女
が
協
力
し
て
家
庭
を
築
く
こ

と
及
び
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

の
意
義
に
関
す
る
教
育
・
啓
発
を
、

次
代
の
親
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に
行

い
ま
す
。

（
4
）職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立

を
め
ざ
し
て

①
多
様
な
働
き
方
の
実
現
と
男
性
を

含
め
た
働
き
方
の
見
直
し

男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
、

父
親
の
子
育
て
参
加
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

②
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
放
課

後
児
童
健
全
育
成
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

（
5
）心
配
り
を
必
要
と
す
る
児
童
へ

の
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を
め
ざ
し

て①
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

虐
待
の
発
生
予
防
、
虐
待
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
及
び
虐
待
防
止
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
母
子
家
庭
等
の
自
立
支
援
の
推
進

母
子
家
庭
等
に
対
す
る
相
談
体
制

の
充
実
や
、
経
済
的
支
援
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

③
障
害
児
施
策
の
充
実

障
害
の
原
因
と
な
る
疾
病
等
の
早

期
発
見
及
び
障
害
児
施
策
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

④
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
支
援
の

推
進被

害
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
精

神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
し
、
立
ち
直

り
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

第
3
章
　
計
画
の
推
進

計
画
を
進
め
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
計
画
づ
く
り
に
向
け
て
、

多
く
の
皆
様
か
ら
意
見
・
提
案
を
募

集
し
ま
す
。

◆
計
画
素
案
の
閲
覧

役
場
1
階
と
国
府
支
所
の
町
民
情

報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
計
画
素
案
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
計
画
素
案
概
要
の
配
布

役
場
1
階
ロ
ビ
ー
と
国
府
支
所
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
意
見
・
提
案
の
提
出
先

子
育
て
介
護
課（
郵
送
・
持
参
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

・
郵
送
　
〒
255
―
8555

大
磯
町
東
小

磯
183
番
地（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）

・
FAX
（
61
）１
９
９
１

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
提
案

は
、
こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
と

と
も
に
、
整
理
し
た
上
で
公
表
し
ま

す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見
・
提
案

に
直
接
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限

2
月
28
日（
月
）ま
で

◎
問
い
合
わ
せ

子
育
て
介
護
課
　

1
内
線
３
０
５

10

次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画

計
画
素
案
の
要
旨

意
見
募
集

．



11

平
成
13
年
2
月
1
日
か
ら
4
年
間
、

教
育
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
東
倉
康
二
さ
ん
が
1
月
31
日
付
け

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
2
月
1
日
付
け
で

原
田
義
彦
さ
ん（
国
府
本
郷
）が
、
新

た
に
教
育
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
　
1
内
線
３
２
２

2
月
14
日
は
、『
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
』。
店
先
に
は
美
味
し
そ
う
な
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
が
並
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、

食
べ
す
ぎ
る
と
、
吹
き
出
物
が
…
。

こ
れ
は
、
見
え
な
い
脂
の
取
り
す
ぎ

サ
イ
ン
で
す
。

油
脂
は
健
康
の
大
敵
!?

一
年
で
一
番
寒
い
こ
の
時
期
、
油

を
使
っ
た
料
理
は
食
欲
を
そ
そ
り
ま

す
。
そ
れ
は
気
温
が
低
く
な
り
、
体

を
温
め
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確

保
し
よ
う
と
体
が
油
物
を
た
く
さ
ん

欲
し
が
る
自
然
の
現
象
。
逆
ら
っ
て

無
理
な
油
抜
き
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し

た
結
果
、
肌
が.

カ
サ
カ
サ
に
な
っ
た

り
、
空
腹
感
が
辛
く
、
つ
い
お
菓
子

に
手
が
伸
び
て
し
ま
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

脂
肪
は
、
消
化
時
間
が
ご
飯
な
ど

の
炭
水
化
物
に
比
べ
2
倍
も
長
い
の

で
腹
持
ち
が
良
く
、
か
え
っ
て
間
食

を
控
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
え
な
い
油

普
段
私
達
は
食
事
か
ら
食
品
の
中

に
は
見
え
な
い
油
脂
を
と
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
多
く
含
む
肉
類
や
乳

類
は
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ

ン
が
多
い
の
で
す
が
、
油
脂
の
種
類

は
飽
和
脂
肪
酸
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
多
い
の
で
、
過
剰
摂
取
は
血
液
を

ド
ロ
ド
ロ
に
し
て
動
脈
硬
化
を
誘
発

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

健
康
に
よ
い
種
類
の
油
を

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
気
に
し
て
控
え
る

「
見
え
る
油
」に
こ
そ
、
血
液
中
に
溜

ま
っ
た
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
撃

退
し
て
く
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
の
オ

レ
イ
ン
酸
が
豊
富
な
オ
リ
ー
ブ
油
や

大
豆
油
の
植
物
油
が
あ
り
、
抗
酸
化

作
用
、
が
ん
抑
制
効
果
が
あ
る
と
い

う
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
豊
富
で
す
。

今
が
旬
の
鰤
や
鮭
の
皮
な
ど
魚
の

油
は
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
あ
り
善
玉

コ
レ
ス
テ
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
動
脈

硬
化
を
抑
制
し
ま
す
。
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
老

化
防
止
に
役
立
ち
、
胎
児
に
も
必
要

な
栄
養
素
な
の
で
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
必
要
な
妊
婦
さ
ん
に
も
摂
取
し

て
欲
し
い
油
脂
で
す
。
動
物
、
植
物
、

魚
の
脂
肪
を
4：

5：

1
の
割
合
で

摂
取
す
る
と
理
想
的
で
す
。

調
理
法
で

オ
ー
ブ
ン
焼
き
、
蒸
し
物
が
油
を

減
ら
せ
ま
す
。
炒
め
物
を
作
る
な
ら

材
料
を
一
度
湯
通
し
し
、
揚
げ
物
は

衣
を
薄
く
し
ま
す
。
規
則
正
し
く
食

べ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
。
食
事
を

抜
く
と
食
べ
た
時
、
か
え
っ
て
脂
肪

を
溜
め
込
も
う
と
し
ま
す
。
食
べ
方

は
、
低
カ
ロ
リ
ー
の
料
理
か
ら
順
番

に
、
最
後
に
油
物
を
食
べ
て
満
腹
感

を
味
わ
い
ま
す
。
お
勧
め
外
食
メ
ニ

ュ
ー
は
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
、
タ
ン
メ

ン
や
五
目
焼
き
そ
ば（
た
だ
し
生
麺
）。

パ
ス
タ
は
ト
マ
ト
や
コ
ン
ソ
メ
ソ
ー

ス
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　

管
理
栄
養
士
　
小
林

1
内
線
３
０
８

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
●119

原田義彦さん

教
育
委
員
に

原
田
義
彦
さ
ん
が
就
任

広
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
義
援
金
の
続
報
で
す
。

心
温
ま
る
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
義
援
金
は
、
平
成
17
年
10
月
20
日（
木
）ま
で
、
日
赤
大
磯
町
分
区

（
福
祉
課
）に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

総
額
１
２
４
５
０
７
０
円
を
被
災
地
へ

新
潟
県
中
越
大
震
災
義
援
金（
続
報
）

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
被
災
者
救
援
金

義
援
金
・
救
援
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ペ
イ
オ
フ
が
４
月
１
日
か
ら
完
全

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
、
一
般
預
金（
利
息
の
つ
く
も

の
）は
、
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
が
保
護
さ
れ
、
当
座
預
金
・
無
利

息
の
普
通
預
金
は
、
全
額
保
護
さ
れ

ま
す
が
、
外
貨
預
金
等
は
、
保
護
対

象
外
と
な
る
制
度
で
す
。

町
の
公
金
は
、
中
南
信
用
金
庫
、

横
浜
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
東
京
三

菱
銀
行
、
ス
ル
ガ
銀
行
、
三
井
住
友

銀
行
、
湘
南
農
業
協
同
組
合
、
さ
が

み
信
用
金
庫
、
平
塚
信
用
金
庫
、
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
、
郵
便
局
、
中
栄
信
用
金

庫
に
預
け
て
い
ま
す
。

ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
の
公
金
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
無
利
息
の
普
通
預
金

（
決
済
用
預
金
）や
短
期
の
定
期
預
金

等
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
安
全
で

有
利
な
管
理
・
運
用
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
ペ
イ
オ
フ
の
詳
細
に
関
し

て
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

会
計
課
　
1
内
線
２
７
７

○○銀行 

ペ
イ
オ
フ
対
策

に
つ
い
て

昨
年
12
月
26
日（
日
）に
発
生
し
ま
し
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ
っ
て
、

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
救
援
金
を
平
成
17
年
3
月
29
日（
火
）ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間

8
時
30
分
〜
17
時（
期
間
中
、
閉
庁
日
及
び
休
館
日
を
除
く
）

▼
募
金
箱

本
庁
舎
受
付
・
国
府
支
所
・
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
・
図
書
館

◎
問
い
合
わ
せ

日
赤
大
磯
町
分
区（
福
祉
課
）
1
内
線
３
０
３

，

，
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創
業
す
る
に
あ
た
り
、
先
立
つ

も
の
は
資
金
で
す
。
金
融
機
関
か

ら
上
手
に
融
資
を
受
け
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
ん
な

創
業
者
の
悩
み
を
少
し
で
も
解
消

す
る
た
め
、
融
資
の
実
務
に
詳
し

い
中
小
企
業
診
断
士
の
講
演
や
実

際
に
創
業
者
を
資
金
面
か
ら
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
金
融
機
関
の
担
当

者
か
ら
融
資
を
受
け
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
等
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

○
と
き

2
月
10
日（
木
）

14
時
〜
16
時

○
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
　
第

2
会
議
室（
平
塚
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

平
塚
市
宝
町
３
―
１

1（
22
）１
０
０
１

○
講
演

「
融
資
を
上
手
に
引
き
出
す
た
め

に
は
」

講
師
　
中
小
企
業
診
断

士
　
植
田
　
義
比
古
さ
ん

「
上
手
な
資
金
調
達
の
方
法
に
つ

い
て
」

講
師
　
国
民
生
活
金
融

公
庫
小
田
原
支
店
融
資
課
長

福
島
　
秀
樹
さ
ん

「
当
行
に
お
け
る
審
査
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
」

講
師
　
横
浜

銀
行
平
塚
支
店
融
資
課
長
　
大

谷
　
寿
光
さ
ん

○
定
員

50
名

○
受
講
料

無
料

○
申
し
込
み

平
塚
商
工
労
働
セ
ン
タ
ー
商
工

課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

1（
22
）２
７
１
１

FAX（
21
）２
８
４
８

最
近
、
店
頭
や
通
信
販
売
等
で
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
「
エ
ア
ゾ
ー

ル
式
簡
易
消
火
具
」
の
中
に
は
、
輸

入
品
の
銘
柄
で
「
天
ぷ
ら
油
火
災
に

有
効
で
あ
る
」
と
い
う
表
示
が
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
使

用
す
る
と
炎
が
大
き
く
吹
き
上
が
り

非
常
に
危
険
で
あ
る
製
品
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
の
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、
天

ぷ
ら
油
火
災
に
使
用
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

韓
国
製
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ェ
イ
ド

韓
国
製
　
コ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー

台
湾
製
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ッ
パ
ー

米
国
製
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
イ
ド

ま
た
、
こ
れ
ら
は
ス
ト
ー
ブ（
灯

油
）火
災
の
消
火
実
験
で
も
全
て
の

銘
柄
で
消
火
で
き
な
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、

家
庭
内
で
発
生
し
た
比
較
的
初
期
段

階
の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
具
で
あ

り
、
そ
れ
ら
に
有
効
な
薬
剤
の
量
・

試
験
方
法
等
か
ら
、
日
本
消
防
検
定

協
会
の
試
験
に
合
格
し
た
も
の
に
は

「
鑑
定
適
合
ラ
ベ
ル
」が
貼
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
購
入
の
際
に
は
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

天
ぷ
ら
油
火
災
は
、
揚
げ
物
中
に

そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
、

ほ
ん
の
少
し
の
油
断
が
引
き
起
こ
す

火
災
で
す
。
消
火
も
大
切
で
す
が
、

火
災
に
な
ら
な
い
よ
う
な
日
頃
か
ら

の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
　
1（
61
）０
９
１
１

〜
金
融
機
関
と
の
付
き
合
い
方
〜

1
月
9
日
に
行
な
わ
れ
た
大
磯
町

消
防
出
初
式
に
お
い
て
、
長
年
消
防

団
で
活
躍
さ
れ
た
方
と
初
期
消
火
等

で
消
防
に
協
力
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称

略
）

〇
神
奈
川
県
消
防
協
会
湘
南
支
部
長
表
彰

第
1
分
団
　
部
長
　
　
　
片
野
　
孝

第
2
分
団
　
副
分
団
長
　
石
井
　
三
郎

第
5
分
団
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
陽
一

第
11
分
団
　
部
長
　
　
　
飯
田
　
修
司

〇
大
磯
町
長
表
彰（
退
団
者
）

第
1
分
団
　
部
長
　
吉
野
　
和
夫

〇
大
磯
町
消
防
団
長
表
彰（
退
団
者
）

第
1
分
団
　
団
員
　
吉
澤
　
文
雄

第
5
分
団
　
団
員
　
田
中
　
敏
治

〇
消
防
協
力
者
表
彰（
初
期
消
火
）

横
山
　
亜
輝
子

横
山
　
寿
子

永
野
　
清

永
野
　
恵
美
子

永
野
　
京
子

竹
中
　
聡
子

奥
野
　
裕

〇
消
防
協
力
団
体
表
彰（
防
火
）

南
本
町
　
南
磯
会

◎
問
い
合
わ
せ
　

消
防
本
部
　
1（
61
）０
９
１
１

敬
老
祝
品（
商
品
券
）の
有
効
期
限
が

近
づ
き
ま
し
た

敬
老
祝
品
と
し
て
9
月
に
贈
呈
し
ま
し
た
大

磯
町
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、
2
月
28
日（
月
）

ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
期
限
内
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

子
育
て
介
護
課

1
内
線
３
１
５

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
取
扱
い
に
ご
注
意
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留
守
宅
を
ね
ら
っ
た
空
巣
泥
棒
や
、

夜
間
の
忍
び
込
み
泥
棒
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
「
自
分
の
財
産

は
自
分
で
守
る
」
と
の
意
識
を
も
っ

て
防
犯
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○
戸
締
り
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
は
も
ち
ろ
ん
、
短
時
間
の
外

出
で
も
必
ず
施
錠
す
る
。

・
風
呂
場
・
ト
イ
レ
・
2
階
の
窓
は

ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
で
戸
締
り
を

心
掛
け
る
。

○
家
の
周
り
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

・
は
し
ご
や
踏
み
台
な
ど
侵
入
の
足

場
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
。

・
外
灯
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置

す
る
。
ま
た
外
灯
は
一
晩
中
点
け

て
お
く
。

・
庭
木
を
剪
定
す
る
な
ど
し
て
、
侵

入
者
が
身
を
隠
す
場
所
を
つ
く
ら

な
い
。

・
塀
は
低
い
生
垣
や
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ

ン
ス
に
し
て
周
囲
か
ら
の
見
通
し

を
良
く
す
る
。

・
砂
利
を
敷
き
侵
入
者
が
音
で
わ
か

る
よ
う
に
す
る
。

○
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
犯
罪
者
は
人
目
を
気
に
す
る
の
で
、

近
所
で
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た

と
き
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の

挨
拶
を
す
る
。

◎
問
い
合
わ
せ

地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
６
６

大
磯
の
名
誉
町
民
”
吉
田
茂
“
。

講
義
「
大
磯
を
愛
し
た
宰
相
吉
田
茂
」

で
彼
の
政
治
・
外
交
・
歴
史
に
対
す

る
考
え
方
と
大
磯
と
の
関
わ
り
を
学

び
、
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
別
館
旧

吉
田
邸
を
見
学
し
ま
す
。
在
り
し
日

の
彼
の
姿
が
浮
か
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
と
き
・
と
こ
ろ

《
1
班
》
2
月
26
日（
土
）午
後
1
時

〜
2
時
、
図
書
館
本
館
2
階
大
会
議

室
に
て
講
義
。
終
了
後
、
町
の
バ
ス

で
移
動
し
、
旧
吉
田
邸
見
学
。
4
時

終
了
。

《
2
班
》
2
月
26
日（
土
）午
後
1
時

〜
2
時
、
図
書
館
本
館
2
階
大
会
議

室
に
て
講
義
。
3
月
5
日（
土
）午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
旧
吉
田
邸

見
学
。
現
地
集
合
、
現
地
解
散
。

○
講
師

柴
田
紳
一
さ
ん（
国
学
院

大
学
日
本
文
化
研
究
所
助
教
授
・
財

団
法
人
吉
田
茂
国
際
基
金
評
議
員
、

共
著
『
人
間
吉
田
茂
』『
吉
田
茂
書
簡
』

な
ど
）

○
定
員

90
名（
先
着
順
、
1
班
…

60
名
、
2
班
…
30
名
）

○
受
付

2
月
4
日（
金
）午
前
9
時

30
分
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
。

班
の
希
望
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

《
吉
田
文
庫

特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
》

教
養
講
座
に
合
わ
せ
て
、
図
書
館

本
館
2
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
吉
田
文
庫

の
未
公
開
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
こ

ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
と
き

2
月
16
日（
水
）〜
3
月
2

日（
水
）平
日
は
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
6
時
50
分
、
土
・
日
・
祝
日
は
午

後
4
時
50
分
ま
で
。

日
本
や
外
国
の
昔
話
の
世
界
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き

2
月
11
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
と
こ
ろ

図
書
館
本
館
2
階
大
会
議
室

○
定
員

一
般
　
20
名

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
「
ま
ち

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
設
け
て
お
り
ま

す
。
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
作
品
ま
た

は
収
集
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
展
示
場
所

図
書
館
本
館
2
階
ロ

ビ
ー

○
展
示
日
・
期
間

図
書
館
開
館
日
。

申
込
み
状
況
を
考
慮
の
う
え
最
長

で
１
カ
月
間
。

○
展
示
時
間

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
6
時
50
分
。
た
だ
し
、
土
・

日
・
祝
日
は
午
後
4
時
50
分
ま
で
。

○
受
付
開
始

4
月
に
利
用
す
る
場

合
は
2
月
1
日（
火
）か
ら
、
5
月

以
降
に
利
用
す
る
場
合
は
3
月
1

日（
火
）か
ら
。
い
ず
れ
も
午
前
9

時
30
分
か
ら
、
図
書
館
本
館
1
階

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
先
着
順
に
受
付

し
ま
す
。
ま
た
、
申
込
み
は
利
用

開
始
日
の
20
日
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

○
そ
の
他

展
示
内
容
は
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
も
の
と
し
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
に
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
主
運

営
企
画
展
示
で
す
の
で
、
受
付
ま

た
は
会
場
監
視
員
等
は
図
書
館
で

は
行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
展
示
中

の
私
語
等
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
申
込
み
の
際

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

図
書
館
　
1（
61
）３
０
０
２

教
養
講
座

「
吉
田
茂
と
そ
の
住
ま
い
」

受
講
者
募
集

「
ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

出
展
者
募
集

「
昔
話
を
聞
く
会
」

参
加
者
募
集

（
写
真
撮
影
／
吉
岡
専
造
）
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今
回
は
、
12
月
19
日
に
行
わ
れ

た「
海
の
教
室
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」

と
1
月
9
日
に
行
わ
れ
た
「
消
防

出
初
式
」
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

私
も
小
さ
い
頃
に
体
験
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
海
岸

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
貝
殻
や
流
木

な
ど
の
漂
着
物
を
使
っ
て
飾
り
付

け
を
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
で
し
た
。

参
加
者
は
、
小
さ
い
子
供
達
が

多
く
、
親
子
で
共
同
し
て
奮
闘
し

て
い
ま
し
た
。

紙
コ
ッ
プ
に
カ
ラ
フ
ル
な
ロ
ウ

を
何
回
か
に
分
け
て
流
し
込
ん
だ

り
、
芯
を
ロ
ウ
と
水
の
中
に
交
互

に
繰
り
返
し
沈
め
て
ロ
ウ
を
雫
型

固
め
た
り
、
紙
粘
土
で
受
け
皿
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

2
時
間
で
作
る
の
は
思
っ
た
よ
り

忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
充
実
し

た
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に
は
、
皆

の
家
で
手
作
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に

火
が
灯
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
熊
沢
侑
子
）

10
時
に
「
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
」

と
花
火
が
上
が
り
、
消
防
出
初
式

が
始
ま
り
ま
し
た
。
消
防
署
や
消

防
団
の
方
々
の
制
服
姿
を
僕
は
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
整
列

し
て
い
る
姿
は
と
て
も
格
好
良
か

っ
た
で
す
。

町
長
の
挨
拶
や
来
客
の
紹
介
、

消
防
関
係
者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
、
式
は
10
時
45
分
頃
に
終
わ
り
、

続
い
て
は
し
ご
車
や
放
水
車
、
救

急
車
な
ど
の
消
防
車
の
入
場
行
進

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
車
両

は
消
防
分
団
ご
と
に
違
う
と
い
う

こ
と
に
、
僕
は
驚
き
ま
し
た
。

大
磯
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演

奏
の
後
、『
放
水
』
の
合
図
で
消
防

車
か
ら
勢
い
よ
く
水
が
出
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
天
気
が
良
く
、
た

く
さ
ん
の
観
客
の
中
か
ら
、
歓
声

が
上
が
り
、
と
て
も
賑
や
か
な
出

初
式
で
し
た
。

（
齋
藤
啓
太
）

◎
問
い
合
わ
せ

企
画
室
　
1
内
線
２
０
７

No.9

海
の
教
室
　
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

消
防
出
初
式

▲ロウを雫型に固める様子

【
動
物
愛
護
】

犬
や
猫
な
ど
の
動
物
は
、
私
た
ち

が
日
常
生
活
を
送
る
中
で
、
安
ら
ぎ

の
気
持
ち
や
心
か
ら
の
笑
顔
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。

自
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
犬
や

猫
な
ど
の
動
物
を
飼
養
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
は
、
責
任
を
持
っ
て
、

最
後
ま
で
面
倒
を
見
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

【
動
物
と
法
律
】

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
犬
や
猫
な
ど

の
動
物
に
対
し
て
、
え
さ
や
水
を
与

え
な
い
で
衰
弱
さ
せ
て
い
る
、
傷
つ

け
た
り
、
い
じ
め
た
り
し
て
い
る
な

ど
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
行
為
は
、「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定

さ
れ
た
禁
止
行
為
で
あ
り
、
違
反
を

す
る
と
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

動
物
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

し
、
人
と
動
物
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る

環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

1（
72
）４
４
３
８

〜
小
さ
な
命
を
大
切
に
し
よ
う
〜

◎
区
間
賞

第
1
区
　
渡
邉
大
地
　
11
分
54
秒

（
国
府
中
ク
ラ
ブ
）

第
2
区
　
三
武
洋
祐
　
11
分
41
秒

（
北
下
町
）

第
3
区
　
飯
田
祐
次
郎
13
分
54
秒

（
北
下
町
）

第
4
区
　
大
野
智
弘
　
9
分
35
秒

（
台
町
）

第
5
区
　
奥
村
祐
太
　
11
分
51
秒

（
大
磯
町
消
防
署
）

第
6
区
　
郷
原
崇
洋
　
10
分
19
秒

（
大
磯
高
校
陸
上
ク
ラ
ブ
）

第
7
区
　
湯
浅
祥
平
　
12
分
30
秒

（
大
磯
高
校
陸
上
ク
ラ
ブ
）

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

1
内
線
３
２
３

1
月
16
日
（
日
）、
大
磯
一
周
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ

ー
ム
25
チ
ー
ム
中
、
見
事
に
優
勝
を
飾
っ
た
の
は
生
沢
鷹
取
Ｒ
Ｃ
で
し
た
。

本
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
警
察
署
・
交
通
安
全
協
会
・
大
会
役
員

な
ど
の
関
係
各
位
、
お
よ
び
懸
命
に
走
る
選
手
に
沿
道
か
ら
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

生
沢
鷹
取
Ｒ
Ｃ
が
総
合
優
勝

第
51
回
大
磯
一
周
駅
伝
大
会

▲悪コンディションの中、一斉にスタート！

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25

生沢鷹取ＲＣ 
大磯町消防署 
大磯高校陸上クラブ 
北下町 
台町 
大磯中野球クラブ 
国府新宿 
大磯中学校陸上競技部 
国府中クラブ 
東町 
西小磯クラブ 
馬場Ａ 
大磯高校ラグビー部 
中丸 
さくらぐみ 
日本曹達 
馬場Ｂ 
大磯町役場 
東海大学大磯病院Ｂ 
東海大学大磯病院Ａ 
磯小走ろう会 
中南信用金庫 
聖ステパノ学園 
大磯高校ソフトボール部 
寺坂 

1：25：06 
1：25：27 
1：25：50 
1：26：16 
1：29：13 
1：29：31 
1：32：56 
1：34：24 
1：34：43 
1：34：52 
1：35：09 
1：35：31 
1：37：00 
1：38：30 
1：39：52 
1：40：32 
1：40：38 
1：42：17 
1：43：42 
1：43：46 
1：46：45 
1：46：59 
1：47：56 
1：54：07 
1：56：02

総合順位 チーム名（網掛けは団体） タイム 
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役場 161-4100
■問 問い合わせ
■申 申し込み

東京家政学院生活文化博物館と
大磯町郷土資料館の共催展とし
て「日本人形の姿と形‐節句飾り
を絵解きする‐」を開催します。
伝統的な日本人形の姿や三月・五
月の節句飾りを通して、日本文化
の精神世界を考えます。
sとき ２月６日（日）～５月８日
（日）
sところ 郷土資料館
■問 郷土資料館　1（61）4700

町内の飲食店の食品衛生責任者
で、平成16年４月以降、食品衛生
責任者講習会を受講していない方
を対象に講習会を行います。
sとき ３月２日（水）
14：00～16：00

sところ ふれあい会館
■問・■申 平塚保健福祉事務所

1（32）0130

心の悩みや病気でお困りの方や
家族を対象とした相談をお受けし
ます。（予約制）
sとき ２月３日（木）、16日（水）、
24日（木） 13：30～15：45

sところ 平塚保健福祉事務所

■問・■申 平塚保健福祉事務所
1（32）0130

防災に対する意識の高揚や知識
の普及を図るため、防災講演会を
開催します。また、今年度は簡単
なワークショップも行いますの
で、ふるってご参加ください。
sとき ２月20日（日）
13：30～

sところ 保健センター研修室
s講師 中橋　徹也さん
s演題 「大地震時の地域の災害
対応を見直す」

■問 防災対策担当　1内線241

女性ならではの
病気や心配事など
の相談をお受けし
ます。（予約制）
sとき
２月15日（火）
13：30～15：30

sところ 平塚保
健福祉事務所
■問・■申
平塚保健福祉事
務所
1（32）0130

痴呆症についての相談をお受け
します。訪問もします。（予約制）
sとき ２月23日（水）
13：30～15：45

sところ 平塚保健福祉事務所
■問・■申 平塚保健福祉事務所

1（32）0130

子どもの読書離れについて皆さ
んで考えてみませんか。
sとき ２月５日（土）
14：00～15：30

sところ 図書館2階会議室
s講師 赤木　かん子さん（児童
図書研究者）

s定員　90名
s主催　大磯地区子ども読書推進
協議会
■問 生涯学習課　1内線323

保健センターの和室を開放し、
希望者には計測や育児相談を行い
ます。
sとき ２月４日（金）、９日（水）、
16日（水）、23日（水）、３月４日
（金）、９日（水）、14日（月）、25
日（金）
各回とも９：30～12：00

sところ 保健センター
s対象 未就園児と保護者
■問 子育て介護課　1内線308

湘南でとれる
活力にあふれる
魚を食材として
どう活かせるか。
ヒントが一杯。
sとき ２月25
日（金）10：00～12：00

sところ 保健センター
sテーマ 地産地消“湘南の魚の
食べ方”

s講師 神奈川県環境農政部水産
課　臼井　一茂さん

s申込み ２月１日（火）から
s料金 無料
■問 子育て介護課　1内線309

企画展 防災講演会 「子どもの読書離れについ
て考える」講演会

食品衛生責任者講習会

こころの健康相談

老人性痴呆疾患相談

女性の健康相談

子育てぱんだ

食生活講演会公開講座



転倒予防、痴呆予防等の地域の
集いへ保健師等が伺います。
sとき ２月24日（木）
13：30～15：00

sところ 保健センター和室
■問 子育て介護課　1内線308

子どもの虐待に関する電話相
談をお受けします。育児がつら
いとき、一人で悩まずにお電話
ください。子どもに関わる専門
家からの相談もお受けします。

s相談日 月・水・金（祝祭日は
除く） 10：00～13：00
■問 子ども虐待ネグレクト防止ネ
ットワーク　1（90）2260

西小磯白岩神社から湘南平まで
の新設ハイキングコースを案内し
ます。
sとき ２月19日（土）
９：30～11：30

s集合 ９：30 大磯駅前
sその他 昼食、飲み物は各自持
参

s主催 大磯ガイドボランティア
協会

s後援 大磯の未来を語る会
■問 山口宅　1（61）2860

sとき ３月13日（日）
９：40開会　雨天中止

sところ 太平洋岸自転車道
s申込み 当日９：00～９：30
役場本庁舎１階ロビー

s種目 ２kmの部・３kmの部・
５kmの部

s参加資格 町在住・在勤・在学
で健康な方

s参加賞 完走者にバッジを授与
■問 町体育協会陸上部部長　仲川
宅　1（61）5222

sとき ３月５日（土）
10：00～12：00

sところ 保健センター
s内容 ①幼児
期に起こりや
すい事故の予
防及び応急手
当
②かかりやす
い病気と看病
の仕方等

s対象 町内在
住・在勤で、
子を持つ親、または接する機会
のある方　※保育あり

s講師 日赤神奈川県支部指導員
s定員 20名
s持ち物等 大判ハンカチ・筆記
用具・動きやすい服装
■問・■申 日赤神奈川県支部大磯町
分区（福祉課内） 1内線303

17年度も次の競技大会を開催し
ますので、是非ご参加ください。
【陸上競技】 ５月15日（日）
会場：県立体育センター
申込み：３月２日（水）まで

【卓球・サンドテーブルテニス・
フライングディスク】
６月26日（日）
会場：県立体育センター
申込み：５月６日（金）まで

【水泳・洋弓】７月24日（日）
会場：県総合リハビリテーショ
ンセンタープール

s申込み ５月31日（火）まで
■問・■申 障害福祉センター
1（73）4530

新しいハイキングコース
を歩く集い

 ２月の日程表 休日急患診療 在宅当番医 
日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話 

6 

１１ 

１3 

20 

２7

日 

金 

日 

日 

日 

ひよこクリニック 

たけすえ小児科 

こうの内科・循環器科クリニック 

尾上クリニック 

脇医院 

小・内・皮 

小・内 

内・呼・消・循・心 

内・循 

内・小・消・外 

大磯町大磯1654－3 

二宮町二宮904 

二宮町二宮884－1 

二宮町二宮795 

大磯町大磯1562

61－7963 

71－9735 

72－6701 

71－1612 

61－0829

火事と救急
12月の出動状況

消防車…17件（火災出動2、救助出動2、警戒出動0、その他出動13）
救急車…108件（急病69、交通事故16、一般負傷11、その他12） 16

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
診療時間厳守　・午前９時～12時

・午後２時～５時

休日当番医は、都合により変更となる
場合がありますので、事前に消防署へ
ご確認ください。

◎問い合わせ
大磯町消防署　1（61）０９１１
二宮町消防署　1（72）００１５

第25回町民ランニング大会

県身体障害者スポーツ大会

出前講座『転倒予防、痴呆
予防等』の説明会 虐待相談かながわ 日赤幼児安全法の短期講習会

12月５日・12日（日）町内各会場
で熱戦が繰り広げられました。結
果は次のとおりです。 （敬称略）
○第６回町民フットサル大会
優　勝　アブノーマル
準優勝　男宿
第３位　素心
第３位　闘魂伝承

○第43回町民ロードレース
中学生男子（３km）
１年の部
優　勝　小島　義之　　10分32秒
２年の部
優　勝　竹内　優馬　　10分27秒
３年の部
優　勝　高津　幹夫　　10分35秒
中学生女子（３km）
１年の部
優　勝　岡本　有香利　13分23秒
２年の部
優　勝　平田　由香　　13分24秒
一般男子の部（６km）
15歳～29歳以下の部
優　勝　飯田　祐次郎　20分22秒
30歳代の部
優　勝　二宮　和義　　24分55秒
40歳代の部
優　勝　二宮　義彦　　22分57秒
50歳以上の部
優　勝　斉田　登　　　23分55秒

スポーツ大会の結果

◎問い合わせ　生涯学習課
1内線323



気象情報
12月

最高気温　23.2度　最低気温　0.6度　平均気温　9.9度
総雨量　83.0mm17

「これだけは知
っておきたい労働
法」をテーマに労
働契約、賃金、労
働時間、休暇など
のルールについて
ポイントを絞り解
説します。
sとき
２月24日（木）
14：30～16：30

sところ 伊勢原市立中央公民館
３階　会議室Ｂ（伊勢原市東大竹
１－21－１）

s講師 勝亦　啓文さん（東京国
際大学講師）

s定員 40名
s受講料 無料
■問・■申 平塚商工労働センター
労働課へ電話またはFAX
1（22）2711、FAX（21）2848

人工肛門・人工膀胱保有者の方
とその家族を対象に、専門看護師
の相談、補装具の展示などを行い
ます。（参加費無料）
sとき ２月27日（日）
13：30～16：30

sところ 平塚市社会福祉会館
■問 （社）日本オストミー協会神奈
川支部　1046（222）1474

不動産登記法が３月７日から改
正・施行されるにあたり、土地・
建物の権利証がなくなることに
ついて、公開講座を行います。
（入場無料）
sとき ３月４日（金）
13：00～17：00

sところ 関内ホール（横浜市中
区住吉町４―42―１）
■問 横浜市神奈川県土地家屋調査
士会　1045（312）1177

土地家屋調査士会公開講座

春季労働講座 社会適応訓練活動相談会ゆずります！ゆずってください！

不用品登録情報
○ゆずります
スワン、クーファン、アームチ
ェア、押入れタンス、ステレオ
セット、学習机用いす
s不用品の登録や斡旋の受付
８：30～17：00

○不用品登録状況はホームペー
ジでもご覧いただけます。

○交渉は当事者同士でお願いし
ます。

○ご連絡をいただいてもすでに
取引が成立している場合もあ
りますのでご了承ください。

■問 地域協働課　1内線237

消防情報ダイヤル1（61）5151

● 消防車の出動情報、休日当番
医情報は、こちらでご確認をし
てください。通常は、防災情報
（内容は毎月変わります。）が聞
けます。

■問 消防署　1（61）0911

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ 

相談のご案内［2月］ 

人 権 相 談  

行 政 相 談  

法律相談（予約制） 

消費生活相談 

心配ごと相談 

電話教育相談 

ヤングテレホン 

１７日（木） 
１３時～１６時 

１０日（木）・１７日（木） 
１３時～１６時 

１５日（火） 
１３時～１５時３０分 

毎週月曜日～金曜日 
９時～１６時３０分 

毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時 

毎週水曜日・金曜日 
９時～１５時３０分 
（ただし、祝日は除きます） 

福祉センター 
「さざれ石｣ 

小磯幼稚園内大磯町適応指導教室 

社会福祉協議会 
1（６１）９３９０ 

地域協働課 
1内線２３７ 

1（６１）８７９５ 

生涯学習課 
1内線３２３ 

家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめ事、いじめ、体罰等 

人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象･･･園児・児童・生徒と保護者 

いじめ・不登校・非行等、電話による相
談　対象･･･青少年と保護者 

年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対策など国の行政に対する苦
情・意見・要望等 

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

※注意　消費生活相談、電話教育相談、ヤングテレホンは、いずれも12時～13時の間はお休みします。 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日） 

役場町民相談室 
※二宮町消費生活相談窓
　口でも相談できます。 
1（７０）３１６３　月・木曜日
９時３０分～１５時３０分 

会議開催のお知らせ

教育委員会定例会
２月23日（水）９時30分～
4階委員会室

■問 学校教育課　1内線322

農業委員会総会
２月25日（金）13時30分～
国府支所２階　会議室

■問 農業委員会　1内線358



町の人口と世帯
１月１日現在

人口 32,534（＋24） 男 15,879（＋7） 女 16,655（＋17）
世帯 11,750（＋17） （ ）は前月比 18

●成人式
（1月10日）

●左義長
（1月14日）

367名の新成人が誕生しました。 北浜海岸では９基のサイトに火が入りました。

最終ランナーを拍手で迎え25チームが完走。

露木　遥香
はるか

ちゃん　平成15年２月13日生
健一さん、ひとみさんの長女

お外で遊ぶのが大
好きな遥香ちゃん
今日は何をして遊
ぼうかなぁ～
※このコーナーに登
場してくれるお子さ
んを募集しています。
◎問い合わせ
企画室
1内線２０７
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宏

s講師 宮本　まき子さ
ん（家族カウンセラー
・エッセイスト）

s日時 ２月12日（土）
s時間 13：30開演

（13：00開場）
s場所 福祉センターさ
ざれ石

s定員 80名（申込先着
順）

s参加費 無料
s申込 電話または窓口へ直接
※２月１日（火）より受付

◎問い合わせ 地域協働課　1内線266
※保育・手話通訳希望の方は、申込み時にその旨お
伝えください。
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【講演者プロフィール】

津田塾大学卒業。主婦の友社電話相談室勤務を経

て、現在は執筆・講演活動を行う。

主な著書に『新米お父さんの子育て本』など。

おおいそ女性トークイン
男女共同参画

～女性の過去・現在・未来～

おおいそ女性トークイン
男女共同参画

～女性の過去・現在・未来～

●消防出初式
（1月9日）

●一周駅伝
（1月16日）

放水訓練


